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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第31期

第１四半期
連結累計期間

第32期
第１四半期
連結累計期間

第31期

会計期間
自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日

自 平成28年３月１日
至 平成28年５月31日

自 平成27年３月１日
至 平成28年２月29日

売上高 (千円) 2,772,698 5,517,780 19,942,914

経常利益 (千円) 83,066 1,515,303 2,977,711

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 117,523 1,094,539 2,161,725

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 49,246 544,065 1,999,058

純資産額 (千円) 11,513,092 13,747,594 13,462,790

総資産額 (千円) 18,822,530 23,418,373 22,491,089

1株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 6.80 63.34 125.09

潜在株式調整後1株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 51.2 51.2 51.4
 

(注) 1． 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2． 売上高には、消費税等は含まれておりません。

3． 「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成25年9月13日)等を適用し、第1四半期連結累計期

間より、「四半期(当期)純利益」を「親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益」としております。

4． 潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第1四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第1四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策等を背景に緩やかな回復基調にあるもの

の、新興国経済の減速などの影響により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中で当社グループは、ウエハ搬送機の主力製品であるＥＦＥＭやウエハソータの受注及び販売が

好調であったことに加え、前期において受注を獲得したＮ2パージ対応ウエハストッカの売上計上により、ウエハ搬

送機の連結売上高は4,282百万円(前年同期比108.0％増)となりました。

一方、ガラス基板搬送機につきましては、韓国における販売が好調であったことから、連結売上高は550百万円(前

年同期比276.7％増)となりました。

また、バイオ・ゲノム関連装置については、昨年10月に発表した自動培地交換機能搭載のインキュベータ

「CellKeeperⓇ」の営業活動をすすめております。

損益面につきましては、主力製品のウエハ搬送機の売上高増加に伴い、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属

する四半期純利益いずれも大幅な増益となりました。また、平成28年4月に発生しました「平成28年熊本地震」によ

る当社九州工場(熊本県合志市)の建物応急工事及び棚卸資産の廃棄費用等54百万円を災害による損失として特別損失

に計上しております。なお、現地での製造業務を一時停止しておりましたが、平成28年6月に再開しております。

以上の結果、当第1四半期連結累計期間の業績は、売上高5,517百万円(前年同期比99.0％増)、営業利益1,503百万

円(前年同期は営業利益95百万円)、経常利益1,515百万円(前年同期は経常利益83百万円)、親会社株主に帰属する四

半期純利益1,094百万円(前年同期比831.3％増)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ927百万円増加し、23,418百万円となりました。こ

れは主に、現金及び預金の増加1,558百万円及びたな卸資産の減少337百万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ642百万円増加し、9,670百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金

の増加280百万円、未払法人税等の減少209百万円、借入金の減少292百万円及び流動負債その他に含まれる前受金の

増加691百万円によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ284百万円増加し、13,747百万円となりました。これは主に、利益剰余金の増

加835百万円及び為替換算調整勘定の減少411百万円によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

　

(4) 研究開発活動

当第1四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、82百万円であります。なお、当第1四半期連結累計期間において

当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

ローツェ株式会社(E02328)

四半期報告書

 3/16



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,280,000

計 35,280,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第1四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年5月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年7月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,640,000 17,640,000
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は100株でありま
す。

計 17,640,000 17,640,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年5月31日 ― 17,640,000 ― 982,775 ― 1,127,755
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年2月29日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成28年2月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式
(自己株式等)

― ― ―

議決権制限株式
(その他)

― ― ―

完全議決権株式
(自己株式等)

　　(自己保有株式）

普通株式 358,300
 

 

― ―

完全議決権株式
(その他)

普通株式 17,279,800
 

172,798 ―

単元未満株式 普通株式 1,900
 

 

― ―

発行済株式総数 17,640,000 ― ―

総株主の議決権 ― 172,798 ―
 

(注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式59株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年2月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ローツェ株式会社

広島県福山市神辺町字道
上1588番地の2

358,300 ― 358,300 2.03

計 ― 358,300 ― 358,300 2.03
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第1四半期連結会計期間(平成28年3月1日から平成28年5

月31日まで)及び第1四半期連結累計期間(平成28年3月1日から平成28年5月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年２月29日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,494,081 6,052,405

  受取手形及び売掛金 5,883,572 5,804,354

  商品及び製品 401,401 346,749

  仕掛品 2,266,151 1,407,819

  原材料及び貯蔵品 1,856,978 2,432,533

  繰延税金資産 501,661 503,632

  その他 186,542 148,119

  貸倒引当金 △25,129 △23,313

  流動資産合計 15,565,261 16,672,301

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,593,587 2,472,730

   土地 2,491,945 2,475,716

   その他（純額） 917,074 854,192

   有形固定資産合計 6,002,607 5,802,639

  無形固定資産 241,175 226,951

  投資その他の資産   

   投資有価証券 257,095 273,798

   繰延税金資産 67,137 119,869

   その他 410,606 373,438

   貸倒引当金 △52,794 △50,624

   投資その他の資産合計 682,044 716,481

  固定資産合計 6,925,828 6,746,072

 資産合計 22,491,089 23,418,373
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年２月29日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,323,752 1,603,957

  短期借入金 3,001,341 3,065,321

  未払法人税等 794,861 584,900

  賞与引当金 407,558 549,086

  役員賞与引当金 21,000 4,500

  製品保証引当金 496,015 487,737

  その他 888,797 1,617,800

  流動負債合計 6,933,326 7,913,303

 固定負債   

  長期借入金 1,344,764 988,674

  繰延税金負債 184,434 191,006

  役員退職慰労引当金 417,560 421,771

  退職給付に係る負債 101,235 111,894

  資産除去債務 46,680 43,831

  その他 297 297

  固定負債合計 2,094,973 1,757,475

 負債合計 9,028,299 9,670,779

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 982,775 982,775

  資本剰余金 1,172,580 1,172,580

  利益剰余金 9,081,125 9,916,440

  自己株式 △53,356 △53,393

  株主資本合計 11,183,123 12,018,402

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 88,423 104,198

  為替換算調整勘定 286,443 △124,685

  その他の包括利益累計額合計 374,867 △20,487

 非支配株主持分 1,904,799 1,749,679

 純資産合計 13,462,790 13,747,594

負債純資産合計 22,491,089 23,418,373
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

売上高 2,772,698 5,517,780

売上原価 2,021,159 3,261,676

売上総利益 751,538 2,256,104

販売費及び一般管理費 656,318 752,855

営業利益 95,220 1,503,249

営業外収益   

 受取利息 1,351 2,535

 売電収入 20,179 18,923

 補助金収入 1,500 1,063

 デリバティブ利益 8,351 20,866

 その他 4,139 5,017

 営業外収益合計 35,521 48,406

営業外費用   

 支払利息 5,581 5,698

 為替差損 27,662 16,704

 売電費用 12,351 11,001

 その他 2,080 2,946

 営業外費用合計 47,676 36,352

経常利益 83,066 1,515,303

特別利益   

 有形固定資産売却益 - 5,973

 特別利益合計 - 5,973

特別損失   

 有形固定資産売却損 - 0

 有形固定資産除却損 4 19

 災害による損失 - 54,699

 特別損失合計 4 54,719

税金等調整前四半期純利益 83,061 1,466,558

法人税、住民税及び事業税 176,126 456,700

法人税等調整額 △172,308 △15,858

法人税等合計 3,817 440,842

四半期純利益 79,243 1,025,716

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △38,279 △68,823

親会社株主に帰属する四半期純利益 117,523 1,094,539
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

四半期純利益 79,243 1,025,716

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12,739 15,774

 為替換算調整勘定 △42,737 △497,425

 その他の包括利益合計 △29,997 △481,650

四半期包括利益 49,246 544,065

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 108,547 699,185

 非支配株主に係る四半期包括利益 △59,301 △155,119
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【注記事項】

(会計方針の変更）

　(企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成25年9月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成25年9月13日。以下「連結会計基準」と

いう。)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第7号　平成25年9月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。)等を、当第1四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更いたしました。また、当第1四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主

持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第1四半期連

結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替を行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-2項(4)、連結会計基準第44-5項(4)及び事業

分離等会計基準第57-4項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第1四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

なお、当第1四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 
　(減価償却方法の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実務対

応報告第32号　平成28年6月17日)を当第1四半期連結会計期間に適用し、平成28年4月1日以後に取得する建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第1四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響はありません。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。　

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
 至　平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年５月31日)

減価償却費 97,222千円 92,428千円
 

 

(株主資本等関係)

前第1四半期連結累計期間(自 平成27年3月1日 至 平成27年5月31日)

　　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年5月28日
定時株主総会

普通株式 86,408 5 平成27年2月28日 平成27年5月29日 利益剰余金
 

 

当第1四半期連結累計期間(自 平成28年3月1日 至 平成28年5月31日)

　　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年5月30日
定時株主総会

普通株式 259,224 15 平成28年2月29日 平成28年5月31日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第1四半期連結累計期間(自　平成27年3月1日　至　平成27年5月31日)及び当第1四半期連結累計期間(自　平成28年3

月1日　至　平成28年5月31日)

当社グループは、半導体業界や液晶業界における無塵化対応搬送装置の開発・製造・販売を行う「半導体・液晶

関連装置事業」と、精密シャフトモータ等に使用する磁石の製造・販売を行う「磁石事業」を報告セグメントとし

ておりますが、「磁石事業」の割合が低く、重要性が乏しいため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

前連結会計年度末(平成28年2月29日)

区分
対象物の
種類

取引の種類
契約額等
(千円)

時価
(千円)

評価損益
(千円)

市場取引 通貨
為替予約取引
　売建
　　受取韓国ウォン、支払米ドル

873,548 △2,538 △2,538

 

(注) 1．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引はありません。

2．為替予約の時価は、差金決済額(差損益)を記載しております。

 
　当第1四半期連結会計期間末(平成28年5月31日)

対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

 

区分
対象物の
種類

取引の種類
契約額等
(千円)

時価
(千円)

評価損益
(千円)

市場取引 通貨
為替予約取引
　売建
　　受取韓国ウォン、支払米ドル

481,348 2,718 2,718

 

(注) 1．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引はありません。

2．為替予約の時価は、差金決済額(差損益)を記載しております。
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(1株当たり情報)

1株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
至 平成28年５月31日)

(1) 1株当たり四半期純利益金額 6円80銭 63円34銭

    (算定上の基礎) 　 　

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 117,523 1,094,539

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

117,523 1,094,539

    普通株式の期中平均株式数(株) 17,281,641 17,281,625
 

(注) 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ローツェ株式会社(E02328)

四半期報告書

13/16



２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年7月14日

ローツェ株式会社

取締役会 御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　中　 原 　晃　 生　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　荒　 牧 　秀　 樹　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているローツェ株式会社

の平成28年3月1日から平成29年2月28日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間(平成28年3月1日から平成28年5月

31日まで)及び第1四半期連結累計期間(平成28年3月1日から平成28年5月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ローツェ株式会社及び連結子会社の平成28年5月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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